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【講演アブストラクト】

少子高齢化や労働力不足といった背景に対応し、５G ネットワーク技術、クラウド技術をといったハイテクな

ICT、ネットワーク技術を活用したスマート社会の実現が期待されている。スマート社会（S&CC:スマート＆コネ

クティッドコミュニティ）のインフラは、５G 技術を用いて、すべてのものをネットワークに接続し、仮想空間にそ

れらの物のエージェント（代理）を構成する。サイバーフィジカルと呼ばれる、ネットワーク内に構成された仮想

空間で、エージェント間で分散・自動で制御しあい、高度な価値を創造する。

サイバー上に接続され、収集されるデータは、高度なAI処理により最適にフィジカルの対象を制御する。本

講演では、代表的なネットワークロボットである自動運転車と、インフラの制御である電力のスマート化をケー

ススタディとして例に上げて、未来を考える。例えば、自動車（M:マシーン）は、走行するとその前方３００ｍに

ある他のセンサー（M:マシーン、信号機やカメラの情報、他の車）と自動的にピアを作り、情報を交換して、制

御を決定して、実際の動作を制御する。もちろん他の車との関係を形成し、優先制御や社会全体の全体最

適化を目指す。その時、交差点で道を譲った車には、インセンティブ（ビットコイン）を自動的に支払う等の、新

しいエコノミックスも大変に興味深い。また、電力制御では、例えばヘヤードライヤーを使用する際に、周辺の

電源（例えば EV のバッテリー）やネガワット（クーラーの出力制御）を行い相当する電力を供給する。これらも、

すべて M2M と呼ばれ、自動で仮想空間上でネゴシエートしてピアを形成し、価格を交渉しフィジカルを自動

制御する。

最後に、これらスマート社会では、センサーからのデータをネットワーク内で自動的に収集し、適用するサー

ビスにデータを加工し（バーチャルセンサー：例えばコンビニのカメラの情報から、車の混雑、天気、自転車の

危険予知）、必要としているサービスはそれらを自動的に検索、マッチングして利用する。その時に、インセン

ティブを授受するマーケットプレースについても述べる。
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